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要約 近年,学習者主体の言語活動を生かした「話す聞く」国語科学習が「伝え合う力を高める」目標の実践とし

て広がり深まった。その結果,児童達は表層的な話す聞く活動はできるが,「学びの質的な評価・交流」とい

う面,すなわち論理的に豊かに聞き関わる力,個性的な発信と受信・交流評価の面では課題が多いのが実情で

ある。文部科学省によるPISA型読解力向上の提言と啓発は,こうした実践レペルでの教育課題を克服し,

児童達に真のコミュニケーション・情報リテラシー能力を各教科で育てるための,国家レベルでの方策ともい

うことができる。本稿は,「説明文を『正確に読み解く』学習から論理的な発信・交流へ」と題し,「イースター

島にはなぜ森林がないのか」(小学校六年・鷲谷いづみ)を例に,児童達に求められているコミュニケーショ

ン・情報リテラシー能力を国語科の側から育成する授業モデルを提案したものである。説明文教材を「情報理

解・判断・構成・発信・評価の一モデル」として位置づけ,段階的な学習過程論・学習シートの開発と活用・

自己学習能力につながる「振り返りシート」による到達度・理解度のチェック,学びの一般化等の実践事例の

ポイントを述べた。とりわけ,児童達の「正確で豊かな学びの質」を評価するために,まず情報を正確に(論

理的に)「読み解く力=聞く力」が必要であること,また「話す聞く学力」は「読む聞く・書く力」等の各領

域の関連を重視した方向が必要なことも実践的に論じた。これらの実践は文部科学省によるPISA型読解力

向上の提言(2005)を,国語科の立場から実践・検証したものということができると考えている。

Keywords : 到達目標(評価基準),説明文「授業モデル」,学習過程,学習シート

1 はじめに

一子どもの実態と求められるカー

コミュニケーション能力の育成の重要性が語られ,

多くの取り組みが行われてきたことにより,子どもた

ちは人前で話すことへの抵抗は少なくなってきた。 1

対多,少人数グループ,クラスを二分化しての討論会

など,場面は様々に与えられてはいるか,その話す内

容は,マニュアル化しているだけで正確に聞き取れて

いないため,盛り上がってはいるが課題からかけ離れ

た部分にこだわってしまっている場合が多い。

子どもたちの話す内容について,基木的な構成力や

選択・判断力,個性的な表現力を高める必要がある。

2 段階を踏み「到達目標」を明確にした授業の

開発が不可欠

「話す・聞く」力を高めるためには,文章を正しく

読み解くことと,内容を分かりやすく構成することを

段階的に学習させる必要がある。本文の内容を正しく

読み解き,本文をモデルに発表原稿を分かりやすく書

き,その学習を「話すこと・聞くこと」につなげてい

く。また,子どもたちに何を学べばいいのか,どんな

力をつけていったらいいのかを明確に伝えることも大

切なことである。学習全体を通して,各時間ごとの

F到達目標(評価基準〉jを明確にし,分かりやすい話

し方・内容や,その子らしい着眼点や説得力等の正し

い聞き取り方が楽しく身につく授業モデルを開発・提

案する。

(1)国語科の「到達目標(評価基準)」を明確にし

た授業づくり

学習振り返りシートや各時間の学習シートで,学習

全体を通して自分はどんな力をつけたらいいのか,ま

た,この1時間自分は何を頑張ればいいのかというこ

とを明確に子どもたちに示し,目標(評価)に到達し
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ていくことができるようにする。

(2)説明文の理解から発信までの5段階の学習過程

説明文教材「イースター島にはなぜ森林がないのか」

を情報の理解・判断・構成・発信させる<学習モデ

ル>として扱い,説明文を「正確に読み解く」学習か

ら論理的な発信・交流学習への段階的な学習過程を構

成することで,言語技術の定着をはかる。

①導入・基礎技術(2時間)

学習意欲の喚起,学習の見通し,到達目標の明示

②基本学習(6時間)

「イースター島にはなぜ森林がないのか」(小六・

東書)の内容理解

③発展的学習(2時間)

教材の学習を踏まえた外来動物についてのスピーチ

原稿の作成

④発展学習(2時間)

スピーチの発信・交流・評価

⑤評価・一般化学習(1時間)

学習の振り返り・学びの一般化・応用への視点等

(3)学習シートの開発

学習シートを活用することで,「この1時間で何を

学べばいいのか」を明確にでき,学習シートの流れに

沿って,文章を読み解くこと・書くことを苦手として

いる児童も,意欲的に取り組むことができる。また,

構成・具体例などの文章の構成を正しく読み解く力,

論理的に発信する力の基本も身につけさせることがで

きる。

3 実践の概要

(1)児童の実態

小学校高学年の児童は,コミュニケーション能力育

成の取り組みの積み重ねにより,場に慣れ,人前で話

すことへの抵抗は少なくなってきている。 しかし,そ

の内容は,スキル的な言い方か,盛り上がってはいる

が課題からかけ離れた部分にこだわってしまっている

場合が多い。基本的な構成力や選択・判断力,個性的

な表現力を高める必要がある。

(2)学習目標

①説明文を「正確に」読み解くことができる。

②説明文を「論理的に」発信・交流することができる。

(3)評価基準(規準)のポイント

①教材文を正確に読み取ることができる。

【内容の正確な理解】

②読み取った内容を,短い文にまとめることができる。

【正確な理解と再構成】

③外来生物の被害を紹介する話型と,論理的な内容構

成を理解することができる。

【論理的な構成の基本】

④外来生物の被害についての情報を選択し,分かりや

すく記述することができる。

【情報の選択と再構成】

⑤写真を提示して,分かりやすいスピーチをすること

ができる。

【説明技術の基礎・基本】

⑥友達のスピーチを聞いて,内容をメモしたり,意見

をもったりすることができる。

【コミュニケーションの基礎・基本】

⑦自分や友達のスピーチの良さや改善すると良いとこ

ろ(内容・話し方等)を見つけられる。

【自己評価能力】

(4)学習指導計画(資料1一次頁参照-)

4 教材の特質と生かし方

(1)教材の特質と構造

教材には説明文「イースター島になぜ森林がないの

か」を用いる。テレビや書物などで1度は目にしたこ

とがあるだろうモアイ像が立ち並ぶイースター島。こ

の島は,がっては豊かな森林に覆われていたのだが,

その土地を荒地にしてしまったのは他ならぬ人間であっ

た。この事実を教えてくれるこの文章は,広く社会へ

の関心が高まり,新しい知識を得ることに喜びを感じ

る小学校6年生の子供たちにふさわしい教材であると

いえるだろう。また文章としては,全体が「はじめ・

なか・まとめ・むすび」と4段階の構成になっている。

「なか」で森林消失の原因を詳しく具体例を挙げて述

べられている点も,話す書く(発信)に生かせる部分

である。

(2)到達目標からみた教材の生かし方

教材「イースター島にはなぜ森林がないのか」は,

「はじめ・なか・まとめ・むすび」の4段階の構成,

「なか」で森林消失の原因を,具体例を用いて分かり

やすく述べられていることなどの点で,子どもたちが

「論理的な文章の書き方」を学ぶ際の「1つのモデル」

となる教材といえる。

ただ,子どもたちが文章を書く際のより分かりやす

いモデルとなるように,具体例を示す際に使われる言

い回しを分かりやすく示し,「まとめ・むすび」をシ

ンプルな形に変えるというように一部修正加筆を行っ

た。
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5 指導の実際

(1)導入・基礎技術(2時間)

導入として,自由の女神,スフィンクス,奈良の大

仏など,世界各地の巨像についてのクイズを出した。

楽しそうにクイズに取り組む子どもたちに,その中の

一つのモアイ像に込められた願いを考えさせた。その

後,教材を教師が範読し,感想を書かせた。次に学習

振り返りカード(資料2)を配布し,モアイ像が立っ

ている理由とイースター島の歴史について読み解くこ

と,発展学習で生態系の破壊問題についてのスピーチ

をすることを知らせた。

単元前に,学習全体の目的と方法を明確に示すこと

で,学び方と自己評価能力を育てることに留意した。

(2)基本学習(6時間)

基本学習では,学習シート①②③⑥を使って,教材

文の内容を正確に読み解いていく。

学習シート①(資料3)では,本文の大まかな内容

と文章全体の構成を理解させた。学習シートに取り組

む中で,本文中のキーワードを見つけ出し,「はじめ」

と「まとめ」のつながりを理解できるように作成した。

また,単元後半の発表も意識し,資料の意味や有効性

についても考えさせるようにした。

学習シート②(資料4)では,イースター島の歴史

をまとめさせた。年代・生き物・森林と並べて整理し

ていくことで,人間の上陸とその行動によって森林が

破壊されていったことを理解させるようにした。

学習シート③(資料5)では,森林破壊の原因の二

つを読み取っていった。原因とその目的を順に整理さ

せていった。子どもたちは,人間の森林伐採と人間が

連れてきたラットが原因で森林が破壊してしまったこ

とを理解できた。またその際,内容の理解だけでなく,

具体例の示し方・接続語などの文章表現力も学ばせ,

単元後半の発表原稿を書く際の支えとなるように意識

した。

学習シート④(資料6)⑤(資料7)では,学習シー

ト③を使って文の要旨をまとめる学習を行った。キー

ワードの定義,まとめ方などを学ばせ,個人で考えさ

せた後に,グループで意見を言い合いまとめる活動を

行った。④⑤と2回同じ学習を行うことで,前時の学

習を生かして文の要旨をまとめる力の高まりを子ども

たち白身が実感でき,学習の手ごたえを感じていた。

この学習シートで書き込んだキーワードをつなげて

要旨をまとめる学習活動で,情報を正確に理解し,再

構成する力を育てることができる。

学習シート⑥(資料8)では,「まとめ」と「むす

びjの読み取りを行った。「はじめ」での筆者の課題

の答えをまとめさせ,その後のイースター島について

も整理させた。また,「むすび」からは,筆者のメッ

セージを読み取らせた。

-

(3)発展的学習(2時間)

発展的学習では,外来生物による生態系破壊の実態

をまとめた文章の原稿モデル(資料9)を児童に配布

した。原稿の題材としては,様々なものが考えられた

が,「外来生物」としたのは,

①イースター島の森林を破壊した原因の一つであるこ

と,

②カミツキガメなどが昨今ニュースや新聞を賑わせて

おり,とてもタイムリーなこと,

③生き物が子どもたちにとって身近で取り組みやすい

題材であること,

④一番は,「外来生物」の影響や被害を学ぶことは,

まさに人間の姿を学ぶことになる,

という理由からである。

原稿モデルは,教材文を元にして教師が作成し,教

材文での学習した文章の構成・具体例の示し方・つな

ぎ言葉などを復習させ,論理的な構成の基本を理解さ

せるためのものである。

その後,様々な外来生物についての資料から,利益

をもとめて連れてこられた生物・ペットとして連れて

こられた生物の2種類を選択させ,前時の原稿モデル

を参考にし,その被書と影響についての発表原稿(資

料10)を書いていった。原稿モデルで書き方を学んだ

こともあり,子どもたちの多くは,短時間でスムーズ

に書いていくことができた。

(4)発展学習(3時間)

発展学習では,調べた生物についての発表を行った。

発表は,3人グループ→クラス全体と段階を踏んで行

い,互いに評価し意見を言い合うことで,発表技術や

内容を高めていくようにした。 3人グループでの発表

練習では,子どもたちに相互評価カード(資料11),

聞き方自己評価カード(資料12)を配布し,「話すこ

と・聞くこと」の評価基準を示した。評価基準を示す

ことは,話し方・聞き方のポイントを明確に示すこと

にもなり,説明技術の基礎・基本を学ぶことになる。

子どもたちは,互いの発表の良いところ,改善したほ

うがいいところはどこなのかを教え合うため,また自

分の発表に生かすために,とても熱心に発表を聞き,

評価していた。また,クラス全体での発表の際には,

聞き取りカード(資料13)を配布し,内容のメモをと

らせた。子どもたちの聞く力を高め,コミュニケーショ

ンの基礎・基本を身につけさせた。

単元の最後には,まとめカードを書かせ,学習全体

を振り返り,自己評価能力を高めていくようにした。
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資料2 学習振り返りシート

→学習の目的と方法の明確

化/学び方と自己評価能

力を毎時間ごとの「めあ

て」という形で焦点化し

て指導する

i※授業の開始時に読み上 |

|
げ,本時の学ガの目的E

i
と方法を確認する。授i

|
業終r時,四段階のモ

ヨ

i
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|
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i

I
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資料3 基本学習:学習シート〔〕

→教材をモデルに「論理的

な構成」の型,キーワー

ド,資料選択などについ

て理解させる

:※文章全体の構成を確認

し、キーワードを書き

込む、はじめ」と

･貫性を理解し,資料:

| 選択の意味と有効性をi

i 考える.
|

:……………………j

資料4 基本学習:学習シート②

→結論・考察に対応した「具

体例」の選択と構成方法,

説明技術の特色(歴史的,

数字,場所など)を理解

させる

1※年代･生き物(ほ乳類.

|
鳥類)・森林に分けて

i
イースター岫の歴史を

|
占き込んでいく.人間

i
の登場により森林が破

|
壊されたことを理解す
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資料5 基本学習:学習シート③

→分析的・構造的な思考力

を育てるために,因果関

係のとらえ方と説明技術

の工夫を理解させる

|
ヵヽら,キーワーにを書i

|
き込んでいく。原因2

1

|

つ(人間による森林伐i

i
採。ラットo侵人)を|

I

JI解するとともに,具l

i
体例o効果的なエ夫と

|

|
みき方を学辰

i

1……………………:

資料6 基本学習:学習シート④

→結論・考察に対応した「意味

段落」のキーワードを取り出

し,要約(キーセンテンス化)

させる

r一S一一S-一SIS一一SSIS--一一-一･一
i※文章o要旨をまとめる |

|
学習。々-ワートヽと要i

i
旨をまとめる方法を学|

|
習した後,森林破壊w

i

i
原因olつ目を一人で|

|
まとめる。その後,グi

i
ループで意見を出し合っ

|

|
てまとめ,最後,こ正ui

|
いまとめを確認する。

|

資料7 基本学習:学習シート⑤

→練習をグループ活動化して,

楽しい学習の中でシンプルに

要約(キーセンテンス化)の

学力を定着させる

r- ゜｀゜゜"゛゛"゜--一一--一･一一
に文章o要旨をまとめる |

|
学習の2回目。森林破i

i
壊o原因o2つ目をま|

|
とめる。前時o学習をi

i
生ヵ,u,まt繰9返ul

|
同じ学習を行うことマ,i

i
要旨をまとめ6力ふっ|

|
いたことを実感する。i

!……………………:
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資料8 基本学習:学習シート⑥

→筆者の結論(むすび)一考

察(まとめ)を正確に理

解させ,論理的な文章を

書<方法に気づかせる
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資料9 発展的学習:原稿モデル

→教材の論理性を生かしつ

つ,児童が構成しやすい

ように,段落の意味や役

割を明示した学習シート

を開発した

に教師が作成した原稿に |

|
キーワ一にや接続語をi

|
書き込んでいくことで,|書き込んでいくことで,:

発表原稿の書き方(モi
a

デル)を理解する。 :
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資料10 発展的学習:発表原稿の作成とチェック

→発表原稿は全員が書け,

その子らしい工夫や着眼

点も出るように工夫し,

良さや課題は朱記する

i※自分ヵ漓べた外来生物
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佐藤,尾崎:説明文を「正確に読み解く」学習から論理的な発信・交流ヘー「イースター島にはなぜ森林がないのか」(小学校六年)

資料11 発展学習:相互評価カード

→到達目標(評価の視点)を

焦点化し,系統的な自己学

習(評価)能力を育てるス

テップとして活用する

|

※3人のグループで1人が
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i
発表o練習をu,そ(瓦)内|
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容や話し方を評価する。
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i
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|
評価することで,話し手。
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i
方を理解する。
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→聞く力はクリティカル(批

判的)・クリエイティブ(創

造的)な質問と学び合いの

ためのステップとして位置

づける
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資料13 発展学習:聞き取りカード

→聞く力を,大切なポイント

をメモする学力と関連させ

た学習シートを開発・活用

した
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を例に

資料12 発展学習:聞き方自己評価カード
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6 実践の考察

(1)国語科の「到達目標(評価基準)」を明確にし

た授業づくりの実際と検証

学習全体を通して,自分はどんな力をつけたらいい

のか,また,この1時間自分は何を頑張ればいいのか

ということを明確に子どもたちに示し,指導事項を絞

ることで,子どもたちははっきりした目標をもって楽

しく学習に臨むことができる。

今回の実践においては,生態系の変化と因果関係,

筆者の着眼点などについて,各自発表するという目標

をもって,本文を読み解く段階,原稿を書く段階それ

ぞれに,自分の原稿や発表に生かそうと意欲的に学習

に取り組む姿勢が見られた。また,グループで話し合

う際も,集中力を欠くことなく,互いの発表を良くし

ようと,それぞれに考えを伝え合う様子が見られた。

(2)5段階の学習過程の有効性

導入・基礎技術(学習意欲の喚起,学習の見通し,

到達目標の明示)→基本学習(Fイースター島にはな

ぜ森林がないのか)(小六・東書)の内容理解)→発

展的学習(「イースター島にはなぜ森林がないのか」

の学習を踏まえた外来動物についてのスピーチ原稿の

作成)→発展学習(スピーチ原稿の発信・交流・評価)

→評価・一般化学習(学習の振り返り)という5段

階の学習過程で学習を進めたことにより,テンポよく

学習を進めていくことができた。学んだことを次に生

かすという,段階を踏んだ学習を繰り返していくこと

で,言語技術の基礎から発展までの定着を図っていく

ことができた。

(3)学習シートの開発と有効性

「この1時間で何を学べばいいのか」を明確に示し,

指導事項を焦点化した学習シートを活用したことによ

り,文章を読み解くこと・書くことを苦手としていた

児童も,意欲的に取り組むことができていた。また,

構成・具体例などの文章の構成を正しく読み解く力,

論理的に発信する力の基本も身につけさせることが

できた。キーワードや考えを書き込むだけでなく,学

習内容をまとめ,振り返ることのできる学習シートを

開発していく必要を感じた。

7 まとめにかえて

一学会当日の質疑応答(一部の紹介)-

QI:「話すこと・聞くこと」分科会なのに,「書<こと」に

重点を置いているようだが。

A:今求められている話す・聞く力の中心は,音声化・声の

調子・間のとり方といったことではない。 自分の考えを

分かりやすく論理的に組み立て・伝える力,それを正確

に聞く力である。そういったことは,読むこと・書くこ

とをちゃんと通過させないと力がっかない。

Q2:どの程度,子どもたちに目的意識をもたせたのか。

A:子どもたちの生活に根付いた学びの目的や願いは大切で

ある。 しかし,子どもたちだけでは価値ある課題を導き

ー

出すことは難しい。教師がまず,どういった課題が学習

にとって価値があるのかを示してやり,そうした活動を

繰り返し行うことで,子どもたちだけでも課題意識・目

的意識がもてるようにしてやりたい。

Q3:振り返りシートは,子どもたちがどうなりたいと臨ん

でできたのか。

A:子どもたちの実態と,教師のつけたい力を合わせて作っ

たもの。子どもたちに自己学習力(他教科・人間関係な

ども含めて)をつけていくための学び方や到達目標を示

したものが振り返りシートである。学習が知的で楽しい

と思えるためには,方法や評価がはっきりしていること

が大切。教師は振り返りシートを見て,子どものつまず

きを見つけ,授業改善につなげていく。

8 おわりに

文章を正確に読み解く力,説明文を論理的に構成・

発信する力については,子どもたちの力は少しずつ高

まってきたことを感じられた。 しかし,個性的な表現

力や評価方法についてはまだ不十分である。自分の思

いや考えを相手に分かりやすく伝えるための具体例の

選択や表現力が身につくように,今後も授業展開の工

夫・学習シートの開発をしていきたい。
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